














































 

 １０

豊田消防のあらまし 

（千円）
令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年
7,093,515 7,099,583 7,151,362 8,646,641 12,027,091

◆ 消防の当初予算 消防の当初予算 
令和７年度は、社会環境の変化に的確に対応し、将来を見据えたまちづくりに挑戦

するため、第９次総合計画「ミライ実現戦略２０３０」を推進する取組及び市民生活
の「安全・安心」を確保する取組を着実に推進することを基本的な考え方として、当
初予算を編成しました。 

一般会計当初予算の総額は ２，１９７億円、対前年度２４３億円の増です。 
歳入では、市税が１，２４６億円、対前年度９億円の減、基金繰入金は１３７億円、対前

年度１３２億円の増、市債は４０億円、対前年度３０億円の増としました。また、歳出では、
普通建設事業費を４５１億円、対前年度８５億円の増を計上し、将来のまちづくりに向け必
要な施策に取り組んでまいります。 

消防費については、一般会計全体の５．５％を占める１２０億２，７０９万円で、消防指
令システムの更新等により、前年度と比較して３３億８，０４５万円の増となっています。 

その内容を性質別に分類すれば、人件費、物件費、補助費などの経常的経費は、６９億４，
３９０万円（５７．７％）、そのうち義務的経費である人件費は５４億１，９５５万円（４
５．１％）、消防車両の整備・防火水槽築造等の投資的経費は５０億８，３１９万円(４２．
３％)です。 

これらの予算は、市民が安心して暮らすことのできる安全なまちづくりのために消防施設
の整備、消防体制の充実、消防車両・資機材の整備など消防防災体制の整備を推進するもの
です。 
 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

消防費当初予算額性質別割合 消防費当初予算額目別割合 

５年間の当初予算額の推移 






























































































































































































































